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立秋も過ぎ、もうすぐ「食欲の秋」「行楽

の秋」のシーズン到来。その旅を支える休憩

ポイント・道の駅は、年を追うごとに増え全

国で８８０駅になった。ドライブ中に立ち寄っ

た駅で、食べたり、買える名物郷土料理の中

から、当編集部取材班が選んだ評判の料理・

土産品を特集する。

（小見出しは郷土料理

名、道の駅の所在地、

駅名、電話番号の順。

文末のカッコ内は高速

道路ＩＣから道の駅へ

の主なルート）

北埼玉地域の郷土

料理で、甘いつぶし

餡入り蒸しまんじゅ

うに赤飯をまぶして

ある。赤飯が栗のい

がのように見えるこ

とから、この名が付

いた。

駅では、地元の主

婦でつくる「コスモス工房」が手作りした「いが饅頭」（１

個１２０円）＝写真＝を販売している。市も地元のお菓子を

盛り上げようと、イメージキャラクター「いがまんちゃん」

を考案。「いがまんちゃんＴシャツ」（１５７５円）も駅で購入

できる。（東北道羽生ＩＣからＲ１２２）

駅では「スローフード」を掲げ、地産地消にこだわった

メニューを多数用意している。人気メニューは但馬牛瓦焼

き定食（２０００円）＝写真、但馬牛ステーキ丼（１２８０円）但

馬牛ステーキこん丼（９００円）など。

また朝来は三大ネギの一つ岩津ねぎの産地。直径２．５～

３㌢、長さ

７０㌢の太ね

ぎは煮て良

し、焼いて

良し。

駅では１１

月～４月の

出荷シーズ

ンに販売す

るほか、ウ

インナーや

メンチカツ

に練りこんだ商品も多数開発、人気を呼んでいる。（北近畿

豊岡道山東ＰＡから直接または県道１３６号）

杉の棒にご飯を竹輪のように巻いて焼いた「きりたん

ぽ」を使った鍋料理。

比内地鶏のだしに鶏肉、山菜やキノコを入れるのが一般

的だが、その起源は、秋田県北部（鹿角市周辺）の猟師（マ

タギ）が山で残ったご飯を使って焼いたり鍋に入れたりし

たことに始まるという。

家庭料理であるため、元は鶏肉を入れる決まりはなかっ

たが、比内地鶏が有名になり、鶏肉を入れる形で親しまれ

るようになった。

発祥の地、鹿角市にある駅のレストランでは「きりたんぽ

膳」（１５００円）＝写真＝が人気。比内地鶏でだしをとった本

格派だという。（東北道鹿角八幡平ＩＣからＲ２８２）

羊肉料理ジンギスカンは、北海道の郷土料理。２００４年に

北海道遺産にも指定されている。

焼いた後にたれにつける

「生ジンギスカン」と、焼

く前にたれに漬け込む「味

付けジンギスカン」の２通

りがあるが、「味付け」は

滝川市の専門店「松尾ジン

ギスカン」が発祥。

駅では同店とやはり市内

の老舗「小林ジンギスカ

ン」の特上肉などを詰め合

わせたオリジナルのセット

（３０００円）＝写真＝を販売

している。（道央道滝川Ｉ

ＣからＲ１２）

じゃこてんは、近海で漁獲された魚のすり身の形を整

え、油で揚げた魚肉練り製品。「じゃこてんぷら」「皮天ぷ

ら」などとも呼ばれる。

駅には上灘漁協女性部が経営する販売コーナーが設けら

れ、四角い「じゃこてん」（１１５円）やハート形の「ラブじ

ゃこてん」（６０円）が食べられる。駅は夕日の名所として

も有名。夕日を眺めながら２人でラブじゃこてんを食べる

と幸せが訪れるという。（松山道伊予ＩＣからＲ３７８）
❼但馬のまほろば

❽ポート赤碕

❾シーサイドふたみ

❿かわうその里すさき

桃山天下市

川辺やすらぎの郷

❶たきかわ

❷はしかみ

❸かづの

❹いりひろせ

❺はにゅう

❻富士川楽座

５枚におろしたかつおを火であぶり、氷水でさっと冷や

す。大葉やニンニク、みょうがなどの薬味でいただく「か

つおのたたき」。駅内の魚彩館では１人前４８０円。店内では

随時かつおのわら焼きの実演販売も。かつおは時価だが、

相場は一節１０００～２０００円。これに３００円の体験料を追加す

れば、自らわら焼きもできる。

また、レストランとれた亭では、かつおたたき膳（１５００

円）が人気。おみやげ用の真空パック入りもある。（高知

道須崎東ＩＣからＲ５６）

体長４０㍉前後の桜えびは世界でも駿河湾でしか大量に捕

れない貴重な食材。漁期の桜えび干しは季節の風物詩とな

っている。

生食はもちろん、釜飯、寿司、桜えび鍋など料理法は多

種多彩で、特

にか き あ げ

は、桜えび特

有のの香ばし

さとカリッと

した歯ごたえ

が人気。

駅内のフー

ドコートでは

桜えびのかき

あげ丼（８８０

円）やそばとかき揚げのセット（８００円）が人気。おみや

げ用には干し桜えび（箱入り８００円～）もある。（東名高速

富士川ＳＡから直接、または富士川身延線）

鶏の身と錦糸たまごやのりをご飯に乗せ、鶏のだしスー

プをかけるのが鶏飯。奄美の料理として有名だが、南薩摩

にも古くから伝わる。

駅の川辺鶏飯定

食＝写真＝の鶏は

川辺産。鶏の旨味

たっぷりのだしで

さらさらっといけ

る。おかわり用の

ご飯とだしスープ

もついて７３５円は

お得。

鶏を細かく裂く奄美に対し、川辺はひと口大に切るのが

特徴だったが、近年、食べやすさの点から奄美同様に鶏肉

を細かくするなどの工夫も加えている。（指宿スカイライ

ン川辺ＩＣからＲ２２５）

八戸市とその周辺の太平洋沿岸に伝わる「いちご煮」は、

ウニとアワビの吸い物。乳白色のスープとウニの姿が朝も

やに霞む野イチゴ

に似ているのが名

の由来とされる。

同町は「いちご

煮の里」と呼ば

れ、毎年７月下

旬、いちご煮祭

りを開催してい

る。

駅のレストラン

でもいちご煮定食

（１６００円）やいちご煮ラーメン（１３００円）＝写真＝などを

提供している。売店ではおみやげ用に「いちご煮」の缶詰

（１１００円～）も人気。（東北道八戸ＩＣからＲ４５）

アゴは、日本海で５～９月に捕れるトビウオのこと。琴

浦町のシンボル魚で、夏を告げる魚でもある。

アゴのすり身を丸竹に巻きつけて炭火で焼きあげたもの

が「あご野焼」。ちくわに似ているが、すり身は黒っぽく、

外観は野暮な感じだが、風味と食感は酒の肴に最適。

駅内の赤碕漁協直営の活魚鮮魚センターでは、毎朝焼い

たばかりの野焼き（２００円～）が入荷し、熱々を口にでき

る。おみやげ用

には真空パック

入り（２５０円～）

もある。（米子

道米子ＩＣから

Ｒ９）

玄界灘の海の幸でイチオシはイカ。唐津市の呼子漁協で

は５～１０月、ケンサキイカが大量に水揚げされる。ケンサ

キイカは肉厚で、甘味が強いのが特徴。この良さを生かし、

当地で始まった調理法が「イカの活きづくり」。

１分以内に手早くイカをさばき、透明感のある身を口に

運ぶ。駅のいかづくし定食（３９００円）、活いか定食（２８３５

円）、いか丼セット（２４１５円）などでその味を楽しめる。

おみやげ用には冷凍イカシュウマイ（８個入り１１００円）

やイカのもろみ漬け（２８０㌘、１１５５円）も。（厳木多久道牧

瀬ＩＣからＲ４０経由Ｒ２０４）

青笹１枚の上に、麹と米を混ぜた飯を盛り、その上に魚

を乗せ、重しで２、３カ月漬けた熟れずしの一種。発酵に

よる独特の風味が特徴で、上越地方の行事食、正月のもて

なし料理として作られてきた。

駅によると、イワナ１尾を乗せたものが本来だったが、

入手しやすいホッケを乗せたものが普及したという。

駅内のレストランでは、イワナ笹寿司（８００円）のほか、

３枚におろしたホッケを乗せたほっけ笹寿司（３００円）を

提供、人気を呼んでいる。（関越道小出ＩＣからＲ２５２）
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